
前
橋
市
の
水
道
水
は
、
地
下
水
を
く

み
上
げ
た
水
と
、
県
企
業
局
が
利
根
川

の
水
を
浄
化
し
た
水
（
県
央
水
道
水
）

を
合
わ
せ
て
供
給
し
て
い
ま
す
。

利
根
川
西
地
区
で
は
、
現
在
県
央
水

道
水
を
市
の
配
水
幹
線
へ
直
接
受
水
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
県
央
水
道

水
は
、
利
根
川
の
汚
染
事
故
や
渇
水
時

の
際
に
は
、
送
水
が
困
難
に
な
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
水
道
局
で

は
利
根
川
西
地
区
の
安
定
給
水
を
図
る

た
め
、
青
梨
子
町
に
市
独
自
の
受
水
場

と
し
て
西
部
受
水
場
（
仮
称
）
の
建
設

に
着
手
し
ま
し
た
。

ま
た
、
場
内
の
配
水
池
は
、
災
害
時

の
貯
水
タ
ン
ク
と
し
て
も
活
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
利
根

川
西
地
区
を
主
と
し
た
配
水
区
域
の
十

二
時
間
分
の
貯
水
量
を
確
保
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

配
水
池
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
ド

ー
ム
型
で
、
直
径
が
約
五
十
�
、
有
効

水
深
六
�
、
貯
水
量
一
万
二
千
立
方
�

で
す
。
ま
た
、
施
設
の
重
要
性
か
ら
地

震
に
強
い
構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
。

関
連
施
設
全
体
の
総
工
費
は
、
約
十
一

億
円
を
見
込
ん
で
お
り
、
平
成
十
六
年
度

中
の
使
用
開
始
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

○
…
問
い
合
わ
せ
は
水
道
整
備
課
�
８

９
０
―
３
０
２
３
へ
。

おいしいという理由で、井戸
水や湧水を飲んでいません
か？　井戸水等を飲み水とし
て使用する場合は、水質検査
を実施しましょう！
○…問い合わせは前橋保健福
祉事務所　衛生グループ　
�０２７―２３１―７７２１

お問い合わせ・ご相談は　連絡先：前橋市水道局　前橋市岩神町三丁目13番15号　

●漏水などの緊急の場合は、夜間・休日も受け付けています　�234-5511（代表）

水道料金・下水道使用料や支払い方法について
�ジーシーシー自治体サービス

前橋センター（水道局内）
�890-3300水道の使用量や検針について

水道の使用開始・中止の申込み

道路上の漏水を見つけたとき
水道整備課 �890-3033

赤水やにごり、水の出が悪いとき

水道水の水質について 浄水課 �231-3075

家庭内の水道設備については、直接水道局指定の業者へ

（業者がわからない場合は、お問い合わせください）
水道業務課 �890-3037

下水道の受益者負担金・分担金について 下水道建設課 �890-3063
下水道がつまったとき 下水道管理課 �890-3072

平成15年（2003年）11月15日　前橋市水道局発行
ホームページ　http://www.city.maebashi.gunma.jp/maesui/

イメージキャラクター「タンク君」
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完成予想図

ド
ー
ム
型

西
部
受
水
場（
仮
称
）

完
成
間
近

■検針にご協力ください
水道局では、２カ月に１回の検針のため検針員がお伺いしています。水道メーターは、皆さまがご使用

になった水量を正確に計り、水道料金及び下水道使用料の計算根拠となります。いつも正確に能率よく検
針できるように皆さまのご協力をお願いします。

■水道管も防寒対策しましょう
○凍らせないための予防
�寒さから守るために保温材（毛布・布）を水道管や蛇口に巻き付けましょう。
保温材はぬれないようにビニールテープなどで押さえてください。
�メーターボックスの中には布や発泡スチロールなどを入れて保温。
なお、メーターの検針ができるように上面は空けておきましょう。

■水道料金のお支払いは便利な口座振替で
口座振替の申し込みは市内の各金融機関、水道局及び市役所２階水道局窓口で申し

込みください。なお、郵便局での利用を希望するお客様は、郵便局の窓口へ直接申し
込みください。申し込みの際は、預・貯金通帳、金融機関届出印、水道番号が記載さ
れている｢水道使用量等のお知らせ｣（または領収証）をご持参ください。
○…問い合わせはジーシーシー自治体サービス前橋センター�８９０－３３００へ。

○凍って水が出ないとき
自然に解けるのを待つか、タオルをかぶせ、ゆっくりとぬるま湯をかけましょう。熱湯を直接かけると、
水道管や蛇口が破裂したり、ひび割れたりする原因に。ご注意ください。
○…問い合わせは水道整備課�８９０－３０３３へ。

○破裂して水が噴き出したとき
最初に、メーターボックス内の止水栓を締めて水を止め、破裂した部分に布やテープを巻いて、応急処置
をします。修理は、最寄りの水道局指定の工事業者へ依頼してください。

保温材�

お届けの印鑑�

預金通帳�

預金通帳�

水道メーターボックスの
上には、車や物を置かな
いでください。

水道メーターボックスの
中やまわりは、いつもき
れいにしてください。

家の増築等で水道メータ
ーが床下や屋内になると
きは、屋外の見やすい場
所に移してください。

犬は放し飼いにしないで、
出入口や水道メーターボ
ックスから離してつない
でください。

配水池構造図（断面図）



★
水
質
検
査
に
つ
い
て

水
道
局
で
は
、
法
律
で
定
め
ら
れ
た

水
質
基
準
に
適
合
し
て
い
る
か
ど
う
か

を
各
種
水
質
検
査
を
し
て
水
の
安
全
性

を
確
認
し
て
い
ま
す
。

浄
水
場
か
ら
出
る
水
は
毎
月
検
査
を

実
施
し
、
さ
ら
に
市
内
十
六
カ
所
で
毎

日
残
留
塩
素
濃
度
の
測
定
と
、
濁
り
な

ど
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
カ
ル
キ
臭
（
塩
素
臭
）

の
も
と
と
な
る
塩
素
は
、
水
道
水
の
汚

染
を
防
ぐ
た
め
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

カ
ル
キ
臭
は
「
殺
菌
さ
れ
て
い
る
と
い

う
し
る
し
」
で
す
。

し
か
し
、
お
い
し
い
水
で
あ
る
た
め

に
は
、
必
要
以
上
の
塩
素
量
に
な
ら
な

い
こ
と
が
好
ま
し
い
こ
と
か
ら
、
浄
水

場
で
は
水
道
水
の
塩
素
濃
度
の
調
整
を

し
て
い
ま
す
。

水
道
局
は
、
皆
さ
ん
が
常
に
安
全
な

水
を
安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
努
め

が
ら
、
一
層
の
経
費
の
節
減
と
効
率
的
な
事
業
運
営
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
十
四
年
度
決
算
は
、
八
百
六
十
四
万
円
の
赤
字
と
な
り

ま
し
た
。

今
後
も
、
水
需
要
の
著
し
い
回
復
は
難
し
い
た
め
、
組
織
の
更
な
る
見

直
し
や
事
務
事
業
の
合
理
化
に
よ
り
経
費
を
削
減
し
、
事
業
の
ひ
と
つ
ひ

と
つ
に
創
意
工
夫
を
こ
ら
し
て
、
健
全
財
政
に
よ
る
事
業
運
営
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

な
お
、
平
成
十
五
年
四
月
一
日
付
の
機
構
改
革
に
よ
り
、
工
務
課
、
給
水

課
、
料
金
課
の
三
課
を
水
道
業
務
課
と
水
道
整
備
課
の
二
課
に
再
編
統
合
す

る
な
ど
、
よ
り
効
率
的
な
企
業
経
営
を
行
う
た
め
の
改
革
を
進
め
て
い
ま
す
。

長
引
く
景
気
低
迷
の
影
響
を
受
け
、
水
道
料
金
な
ど
の
自
主
財
源
を
確

保
す
る
こ
と
が
、
と
て
も
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
現
財
政

※

１

計
画
（
平
成
十
四
年
度
〜
十
六
年
度
）

で
は
水
道
料
金
の
改
定
を
見
送
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
平
成
十
三
年
か
ら

の
水
需
要
の
大
幅
な
減
少
に
よ
り
、
年
度
当
初
か
ら
一
部
の
予
算
執
行
を

見
送
る
な
ど
、
厳
し
い
経
営
環
境
下
で
の
事
業
運
営
と
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
十
四
年
度
か
ら
検
針
や
料
金
収
納
な
ど
の
業
務

を
一
括
し
て
民
間
の
企
業
に
委
託
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
な

下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
現
財
政

※

１

計
画
に
基
づ
い
て
下
水
道
使
用
料
を

改
定
し
、
快
適
な
生
活
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
事
業
財
源
の
確
保
に

努
め
な
が
ら
、
社
会
資
本
の
基
盤
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

十
四
年
度
末
の
公
共
下
水
道
の
人
口
普
及
率
は
七
二
・
九
％
、
農
業
集
落
排

水
施
設
及
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ン
ト
施
設
を
含
め
た
普
及
率
は
七
九
・

六
％
で
す
。

下
水
道
事
業
は
整
備
途
上
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
多
額
の
事
業
費

が
投
資
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
使
用
料
の
対
象
と
な
る
減
価

※

２

償
却
費

な
ど
の
資
本

※

３

費
が
増
加
し
、
損
益

※

４

収
支
を
圧
迫
し
て
、
赤
字
に
な
ら
ざ
る
を

得
な
い
、
と
て
も
厳
し
い
経
営
状
況
で
す
。
し
か
し
、
不
況
な
ど
の
社
会
経

済
情
勢
か
ら
、
市
民
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
使
用
料
対
象
経
費
を
す
べ
て

使
用
料
へ
上
乗
せ
す
る
こ
と
な
く
、
損
益
収
支
赤
字
と
い
う
原
価
割
れ
に
よ

る
事
業
運
営
を
行
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
未
処
理
欠
損
金
が
毎
年

の
よ
う
に
膨
ら
む
こ
と
が
避
け
ら
れ
な
い
状
況
に
陥
っ
て
い
ま
す
。

年
度
当
初
か
ら
一
部
の
予
算
執
行
を
見
送
り
、
事
務
事
業
の
見
直
し
に
よ

る
経
費
の
削
減
に
努
め
ま
し
た
が
、
十
四
年
度
決
算
は
、
五
億
二
千
万
円
の

赤
字
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
事
務
事
業
の
合
理
化
を
図
り
、
経
営
改
善
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

※
１
　
財
政
計
画

三
年
ご
と
に
事
業
計
画
を
決
め
、
そ
の
計
画
に
基
づ
き
事
業
を
行
い
ま

す
。

※
２
　
減
価
償
却
費

固
定
資
産
を
取
得
し
た
時
の
支
出
は
、
そ
の
年
度
の
み
の
費
用
と
せ
ず
、

効
果
が
及
ぶ
翌
年
度
以
降
の
一
定
の
期
間
に
分
け
、
毎
年
の
費
用
と
し
ま

す
。

て
い
ま
す
。
お
い
し
い
と
い
わ
れ
る
�
ま

え
ば
し
の
水
�
を
自
信
を
も
っ
て
届
け

て
い
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
使
用
く

だ
さ
い
。

な
お
、
最
近
水
道
局
職
員
を
装
っ
た

訪
問
者
が
、
水
の
検
査
を
さ
せ
て
く
だ

さ
い
と
各
家
庭
を
訪
れ
、
塩
素
濃
度
な

ど
を
測
定
し
、
検
査
料
を
請
求
す
る
ト

ラ
ブ
ル
が
増
え
て
い
ま
す
。
水
道
局
で

は
、
依
頼
が
な
い
限
り
、
各
家
庭
へ
の

立
ち
入
り
検
査
を
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
…
問
い
合
わ
せ
は
浄
水
課
�
２
３
１
―

３
０
７
５
へ
。

〜
そ
の
２
〜�

その他の収入�
6.0億円�
純損失��
864万円�

水道水にする�
ための費用��
5.3億円�
群馬県から�
買っている��
水道水の費用�
15.4億円�

お客様まで�
水を届ける費用��
4.6億円�

メーターの検針、�
料金の徴収、��
窓口サービスなど��
9.1億円�

企業債の�
償還利息��
8.7億円�

減価償却費�
など��
16.3億円�

水道料金��
53.3億円�

水道事業収益的収支

水道水を作るための経費とその財源です。
※消費税抜き

※収入から支出を差し引くと、864万円の純損失
（赤字）でした。

工事負担金��
などの収入��
3.7億円�

施設の建設に��
要する費用��
5.2億円�

施設の改良に��
要する費用��
9.7億円�

企業債の��
償還元金��
7.6億円�

人件費、�
固定資産�
購入費など��
2.9億円�

企業債��
6.2億円�

収入が支出に不足する額��
15.5億円�

水道事業資本的収支

水道施設を作るための経費とその財源です。
※消費税抜き

収　入
9.9億円

収　入
59.3億円

支　出
59.4億円

支　出
25.4億円

※収入が支出に不足する額15.5億円は、現金
支出を伴わない減価償却費等で補てんしました。

一般会計�
負担金�
27.4億円�

純損失��
5.2億円�

その他の収入��
0.3億円�

家庭や工場など�
から出る汚水を�
処理場へ送る�
費用��
1.2億円�

処理場で汚水を�
きれいにする費用��
11.7億円�

下水道管の維持管理、�
料金の徴収費用��
7.6億円�

群馬県に支払う�
流域下水道管理�
運営費の負担金��
6.4億円�

企業債の�
償還利息��
20.8億円�

企業債の�
償還利息��
20.8億円�

一般会計�
補助金��
3.4億円�

減価償却費�
など��
20億円�

減価償却費�
など��
20億円�

下水道使用料�
31.4億円�

下水道事業収益的収支

汚水をきれいにするための経費とその財源です。
※消費税抜き

※収入から支出を差し引くと、5.2億円の純損失
（赤字）でした。

企業債��
15.5億円�
企業債��
15.5億円�

一般会計�
負担金�
4.4億円� 受益者負担金や�

工事負担金など�
4.5億円�

汚水管などの�
建設に要する�
費用��
18.1億円�

汚水管などの�
建設に要する�
費用��
18.1億円�

雨水管の整備に�
要する費用��
3.9億円�

施設の改良に�
要する費用��
1.8億円�

群馬県が行う�
流域下水道建設費�
の負担金��
0.7億円�

企業債の�
償還元金��
18.3億円�

企業債の�
償還元金��
18.3億円�

国県補助金��
5.3億円�

収入が支出に不足する額��
16.2億円�

人件費、�
固定資産�
購入費など��
3.1億円�

下水道事業資本的収支

下水道施設を作るための経費とその財源です。
※消費税抜き

収　入
29.7億円

収　入
62.5億円

支　出
67.7億円

支　出
45.9億円

※収入が支出に不足する額16.2億円は、現金
支出を伴わない減価償却費等で補てんしました。

■水質検査のための採水
市内の水道水より採水し、水質に問題がないか検査

しています。

■
水
道
事
業

■
下
水
道
事
業

用
語
説
明

※
３
　
資
本
費

減
価
償
却
費
と
借
入
金
の
支
払
利
息
の
合
計
で
す
。

※
４
　
損
益
収
支

一
定
期
間
の
収
益
と
、
そ
れ
に
対
応
す
る
費
用
の
差
引
き
に
よ
っ
て
、
企

業
の
経
営
成
績
を
明
ら
か
に
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
総
務
課
�
８
９
０
―
３
０
１
３
へ
。


